
キャリアܗ੒支援プロάラム˞のݱ状

に、インターンシップをはじめとしたキャリア形成支࣍　
援プログラムの実施・参加状況を見る。
　2025年卒の学生が2023年度に参加するものからイン
ターンシップ等に関する考え方がมわり、「タイプ1：オー
プン・カンパニー」「タイプ2：キャリア教育」「タイプ3：൚
用的能力・専໳活用ܕインターンシップ」「タイプ4：ߴ度
専໳ܕインターンシップ」の4つにྨܕԽされ、ͦのうち、
タイプ3とタイプ4の2つのみが「インターンシップ」とݺ称
できることとなった（表⁞）。
　これらのキャリア形成支援プログラムの2025年卒学生
の参加率は73.6％で、ฏۉ参加社数は5.64社であった。経
年比ֱすると、参加率は௚近3年間は7割୆前൒とԣばい
で、ฏۉ参加社数はݮগ܏向にある（P27・グラフ ）。
　一方、企業の2025年卒向けキャリア形成支援プログラ

ムの実施率は73.1％で、前年（74.8％）からඍݮした（P27・
グラフ⁠）。
　タイプ別の実施率は、「タイプ1：オープン・カンパニー」
が82.8％で最もߴく、࣍いで、「タイプ3：൚用的能力・専໳
活用ܕインターンシップ」（28.0％）、「タイプ2：キャリア
教育」（24.4％）であった（P27・表⁡）。
　また、キャリア形成支援プログラムと採用બ考の関係に
ついて学生に聞いたとこΖ、「採用બ考とまったく関係がな
かった」は9.8％、「分からない」は7.9％で、82.2％が採用બ
考とのԿかしら関係を認識していた（P27・グラフ⁢）。
　一方、企業において、採用数にࣗ社のキャリア形成支援
プログラム参加者が઎める割合のฏۉ値は33.2％であっ
た（P27・表⁣）。前年（ฏۉ値 34.6％）からඍݮしたが、ฏ
、して採用数の໿3割であることにมわりはない。なおۉ
従業員規模別に見ると、前年同様、「300人未満」企業と
「5,000人以上」企業のฏۉ値がଞ規模に比΂てߴかった。

企業の�3��ˋ͕202�年ଔ͚޲に実ࢪ

⁞ ֶੜͷキϟϦΞܗ੒ࢧԉʹお͚るֶ࢈協ಇͷऔΓ૊Έͷશମ૾

●タイプ�ʙ�はキャリアܗ成支援のऔり組みであͬて、採用活動ではない。
ɹ学ੜはվめて採用選考のためのエントリーが必要
●タイプ�ならびにタイプ�のみ、औಘした学ੜ৘報の採用活動への活用は、「採用活動開࢝Ҏ߱にݶり、Մ」
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キャリアڭ育

ʢプϨ・インターンシップ
  をؚむʣ
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専門活用型
インターンシップ

౓専門型ߴ
インターンシップ
、行݁果を౿まえࢼ˞
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対 ৅ 年࣍ෆ໰ 学部�ŋ�年、 म࢜�ŋ�年、
ത࢜課ఔ学ੜ म࢜課ఔ、 ത࢜課ఔ学ੜ

主たる

目的

学ੜ 自らのキャリア
ʢ職業観・ब業観ʣを考える

ͦのࣄ࢓にबく能力が
自らにඋわͬているか

めるۃݟ

自らの専門性を実ફで活かし、
させる্޲

ʢ実ફڀݚ力の্޲等ʣ

େ学／
企業

能力開発／
キャリアڭ育

マッチングਫ਼౓্޲／
採用選考を視໺に入れた

評価材ྉのऔಘ

込まれるݟେが֦ޙࠓ
ジョブ型採用をݟਾえた
育ڭのେ学Ӄܞ学࿈࢈

ྨ 型 オープン・カンパχーɹ˞オープン・キャンパスの企業・業ք・ࣄ࢓൛

対 ৅ 年࣍ෆ໰

主たる

目的

学ੜ 企業・業ք・ࣄ࢓を۩体的に知る

େ学／
企業 企業・業ք・ࣄ࢓への理ղଅ進

タイプ
�

タイプ
�

タイプ
�

タイプ
�

※採用と大学教育の未来に関する࢈学協ٞ会・報ࠂ書を基に就職みらい研究所にて作成

※キャリア形成支援プログラムとは、インターンシップをはじめ、オープン・カンパニー、キャリア教育を含むキャリア形成支援に係る取り組みの総称を指す
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キャリアܗ੒支援プロάラム΁の参Ճ཰͸
௚ۙ Χ̏年͸ԣ͹いɻฏۉ参Ճ社਺͸ݮগ学生

参加率
■ 		ฏۉ参加社数

⁠ キϟϦΞܗ੒ࢧԉプログϥϜͷ࣮ࢪ཰
※全体／୯一回答
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キャリアܗ੒支援プロάラムの実ࢪ཰͸ඍݮ企業

※2012～2018年度は、対象卒年をݶ定せͣに実施したインターンシップ等をௌ取しているʮタイプ̏ ɿ൚用తೳྗ・ઐ໳活用ܕインターンγοプʯ実ࢪ企業͸2��0ˋ企業

⁡ タイプผキϟϦΞܗ੒ࢧԉプログϥϜͷ࣮ࢪ཰

※「キャリア形成支援プログラム」は「インターンシップ、オープン・カンパニー（企業が主࠵するイϕント・
　આ明会など）、キャリア教育（大学や企業による教育プログラムなど）」であるࢫを明示してௌ取している
※2014年卒～2022年卒は「インターンシップ」、2023年卒～2024年卒は「インターンシップ・1daZ
としてௌ取「ݧ事体࢓　

※2013年度～2018年度は「インターンシップ」、2021年卒～2024年卒は
　「インターンシップ・1daZ࢓事体ݧ」としてௌ取

�2�2ˋ͕ɺキャリアܗ੒支援プロάラムと
をೝࣝ学生܎用બ考との関࠾

⁢ キϟϦΞܗ੒ࢧԉプログϥϜͱ࠾༻બߟͷؔ܎
※キャリア形成支援プログラム参加企業・֤ छ団体等への入社予定者／୯一回答

※2025年卒対象のキャリア形成支援プログラム実施企業／ෳ数回答

採用બ考とまったく
関係がなかった

採用બ考と
関係があった・計

分からない （82.2％の内༁）
◦募集時に、内定の可能性が
　明示されていた（採用௚結）　28.0％
◦参加中に、内定の可能性が
　あることを஌らされた　12.1％
◦参加中に、ͦ の後の採用બ考、
　セミナー、社員紹介などに
　༠われた　13.9％
◦参加後に、ͦ の後の採用બ考、
　セミナー、社員紹介などに
　༠われた　17.5％
◦いͣれにも当てはまらないが、
　採用બ考と関係があった　10.7％

7.9%

9.8%

82.2%

用਺の͏࠾ ͪɺฏ33�2ۉˋ͕
ࣗ社のキャリアܗ੒支援プロάラム参Ճऀ企業

Ճऀͷׂ合ࢀԉプログϥϜࢧ੒ܗ数ʹお͚るࣗ社キϟϦΞ༺࠾ ⁣
※֘当卒年採用実施かつ֘当卒年対象キャリア形成支援プログラム実施企業／数値回答

202�年ଔ 2024年ଔ
O ฏۉ஋ O ฏۉ஋

全体 832 33�2� 869 34���

ै業員ن໛ผ
300人未満 202 36.3� 222 44.0�

300～999人 321 32.6� 336 33.7�

1,000～4,999人 238 32.3� 240 33.1�

5,000人以上 66 34.6� 68 36.8�

O 【タイプ�】
Φープン・Χンύχー

【タイプ2】
キャリアڭҭ

【タイプ3】
൚用తೳ ・ྗઐ໳活用ܕ

インターンγοプ

【タイプ4】
インターンγοプܕ度ઐ໳ߴ

タイプ۠෼͸意ࣝͤͣに
実ࢪ

1,078 82.8� 24.4� 28.0� 2.5� 8.1�

※2024年卒はキャリア形成支援プログラムを「インターンシップ・1daZ࢓事体ݧ」としてௌ取

  キϟϦΞܗ੒ࢧԉプログϥϜͷࢀՃ཰˞�ɺฏࢀۉՃ社数˞�

※1 学生全体／୯一回答
※2 キャリア形成支援プログラム参加者／数値回答
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